
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□

上

棟

式

（

十

二

月

八

日

午

後

一

時

） 

 

明

源

寺

本

堂

修

復

工

事

は

、

有

縁

門

信

徒

の

懇

志

を

い

た

だ

き

、

平

成

二

十

三

年

三

月

一

日

よ

り

始

ま

り

ま

し

た

。

修

復

工

事

は

、

宮

大

工

の

専

門

企

業

で

あ

る

金

剛

組

。 

そ

し

て

、

一

般

的

に

は

棟

上

に

相

当

す

る

上

棟

式

が

、

十

二

月

八

日

に

報

恩

講

に

先

立

ち

金

剛

組

に

よ

り

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

あ

い

に

く

の

小

雨

模

様

の

天

気

で

し

た

が

、

八

十

名

以

上

の

門

信

徒

の

皆

さ

ん

が

参

加

。 

●

上

棟

式

に

先

立

ち

庫

裡

に

て

勤

行 

 
 

            

●

全

員

で

、

紅

白

の

綱

を

引

く

。

皆

さ

ん

、

初

め

て

の

事

で

興

味

深

々

。

 

 

本

堂

大

屋

根

の

上

で

、

大

工

さ

ん

達

が

打

た

れ

る

木

槌

の

音

も

さ

わ

や

か

に

響

ま

し

た

。

流

石

に

古

式

ゆ

か

し

い

上

棟

式

で

す

。 

こ

の

後

、

金

剛

組

の

案

内

で

、

完

成

に

近

づ

い

た

本

堂

の

修

復

状

況

を

見

学

。

挟

み

ば

り

工

法

等

の

大

規

模

な

耐

震

構

造

、

そ

し

て

金

剛

組

伝

統

の

素

晴

ら

し

い

匠

の

技

に

感

心

す

る

事

し

き

り

で

し

た

。 

□

報

恩

講

（

十

二

月

八

日

午

後

二

時

）

 

平

成

二

三

年

度

報

恩

講

は

、

庫

裡

に

て

修

行

さ

れ

ま

し

た

。

住

職

も

、

庫

裡

で

の

報

恩

講

は

初

め

て

の

事

。

し

か

し

、

遠

近

各

地

か

ら

参

詣

が

あ

り

、

百

名

前

後

の

参

詣

と

な

り

ま

し

た

。

 

●

庫

裡

（

く

り

）

で

の

報

恩

講

と

い

う

事

で

、

出

勤

の

僧

侶

は

、

黒

衣

・

五

条

袈

裟

。

「

正

信

偈

」

を

参

詣

者

全

員

で

お

勤

め

し

ま

し

た

。

 

                  



自

坊

の

庫

裡

（

く

り

）

は

、

そ

の

昔

（

江

戸

後

期

）

、

本

堂

再

建

（

一

八

四

八

年

）

に

先

立

ち

、

ご

門

徒

が

お

参

り

で

き

る

よ

う

に

建

て

ら

れ

た

道

場

形

式

の

庫

裡

。

で

す

か

ら

、

最

大

限

一

五

〇

名

程

の

人

数

は

収

容

で

き

ま

す

。

午

後

二

時

か

ら

の

報

恩

講

で

す

が

、

今

年

は

お

斎

（

と

き

）

は

本

堂

修

復

工

事

の

関

係

で

中

止

。

 

●

「

正

信

偈

」

を

拝

読

中

皆

さ

ん

 

遠

近

各

地

か

ら

百

名

以

上

の

お

参

り

で

す

。

 

 

●

講

師

の

紹

介

を

す

る

住

職

 

             

●

今

年

も

講

師

は

、

ル

ー

マ

ニ

ア

人

の

女

性

ア

テ

ナ

先

 
 

 

生

。

報

恩

講

の

講

師

は

、

三

回

目

 

            

●

 

今

年

は

、

昨

年

結

婚

さ

れ

て

ご

主

人

と

赤

ち

ゃ

ん

と

一

緒

に

来

寺

さ

れ

ま

し

た

。

 

             

彼

女

は

、

縁

あ

っ

て

日

本

に

来

日

。

そ

し

て

、

浄

土

真

宗

の

み

教

え

に

あ

わ

れ

、

真

宗

の

僧

侶

に

。

キ

リ

ス

ト

教

か

ら

の

改

宗

で

す

。

一

番

の

理

解

者

で

あ

っ

た

お

父

さ

ん

は

、

も

と

ル

ー

マ

ニ

ア

空

軍

の

大

佐

。

あ

の

旧

ソ

連

の

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

に

応

援

に

行

き

、

被

爆

さ

れ

、

昨

年

亡

く

な

ら

れ

ま

し

た

。

自

坊

に

も

、

三

年

前

に

彼

女

と

来

寺

。

原

発

事

故

の

恐

ろ

し

さ

と

真

宗

の

み

教

え

の

素

晴

ら

し

さ

を

話

さ

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

、

日

本

で

も

福

島

原

発

に

て

大

惨

事

。

人

間

の

制

御

で

き

な

い

も

の

を

作

っ

て

は

い

け

な

い

と

の

お

話

は

心

に

し

み

る

も

の

で

し

た

。

 


